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第４3 回 駅東ブロック部会 第４5 回 ８３号線ブロック部会 

開催日時 令和 7 年１０月９日（木）午後６時３０分～午後７時５0 分 

開催場所 十条台ふれあい館 別館 1 階 

出席者 【部会役員】 83 号線ブロック部会長 ：直井 

【事務局】 防災まちづくり担当課長 ：長久保 

 防災まちづくり担当課 ：末岡、杉尾 

 土木政策課長 ：杉戸 

 土木政策課 企画調整係 ：梶川、物井 

 土木政策課 事業計画係 ：山上、吉田 

 事業用地担当課長 ：荒井 

 事業用地担当課 ：生田目、木下、萩原 

 株式会社アルメック ：髙尾、鈴木 

【再開発組合】十条駅西口地区市街地再開発組合 ：鈴木、菊池 

参加者 25 名（部会役員 5 名を含む） 

議題等 報告事項 

○防災まちづくりの取り組み（密集事業の進捗状況等） 

○十条駅付近連続立体交差事業及び鉄道付属街路事業の進捗状況等 

○十条駅西口地区市街地再開発事業の進捗状況等 

 

【合同ブロック部会の様子】 
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議事要旨 

１ 開会 

▶83号線ブロック部会長あいさつ 

皆さんこんばんは。本日は多忙の中、ご参加いただき、ありがとうございます。ただいまより、第

43回 駅東ブロック部会及び第45回 83号線ブロック部会を始めます。 

本日のブロック部会は、報告事項が3件となります。最初の報告では、防災まちづくりの取り組

みとして、密集事業の進捗状況等の話を予定しておりますので、ぜひお聴きください。みなさんか

ら、ご意見をいただければと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

２ 報告事項 

（１）防災まちづくりの取り組み（密集事業の進捗状況等） 

（２）十条駅付近連続立体交差事業及び鉄道付属街路事業の進捗状況等 

（３）十条駅西口地区市街地再開発事業の進捗状況等 

※（１）（２）は事務局から、（３）は再開発組合から、配布資料及びスライドに沿って報告があった。 

 

   ３ 質疑 

    （１）防災まちづくりの取り組みに関する質問 

（参加者）岸町二丁目における、ちんちん山児童遊園～いがしら児童遊園の主要生活道路の拡幅が

なかなか進捗しない状況にあるが、不燃化特区の補助制度はいつまであるのか。井頭踏

切～東十条駅南口の道路は狭いが拡張することはできないのか。また、木造住宅の耐震

化は、岸町二丁目は対象になるのか。 

（事務局）不燃化特区事業期間は令和7年度までですが、区としては延伸に向けた申請を行ってい

るところでございます。この申請に基づいて不燃化特区に指定されれば、令和12年度まで

延長されるということになります。井頭踏切～東十条駅南口間の道路については、拡幅の

計画はありません。 

また、木造民間住宅耐震化促進事業は北区全域が対象となります。 

 

（参加者）主要生活道路3号線は、緊急車両通行のため拡幅すると聞いていたが、数件がまだセット

バックしておらず、リフォームして住んでいるところもある。なぜこのようになっているのか。 

（事務局）幅員６ｍに広げるために、沿道の土地所有者に協力してもらう形で土地を買わせていただ

いているところです。皆様にお願いしながら、ご協力・ご理解いただいた方から進めている

というのが実状です。 

（参加者）強制力はないのか。 

（事務局）主要生活道路拡幅を行う密集事業は、地域の皆様の理解を得ながら進める任意事業で

あり、強制力がないことから、再建等の制限を行うことができません。 

 

（２）十条駅付近連続立体交差事業及び鉄道付属街路事業の進捗状況等に関する質問 

（参加者）鉄道付属街路事業における代替地の募集は全く認識していなかったが、いつ、どのような

形でされたのか教えていただきたい。また、十条駅南口の近くにあった開発事務所に伺っ

たが、補助85号線の拡張に関する代替地としての取扱いは全く認めないと言われた。補
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助85号線は鉄道高架化と全く関係ないとは思えないので、提供するべきではないか。 

（事務局）これらの代替地の募集は、鉄道付属街路として連続立体交差事業を促進するために実施

されているものであり、補助85号線は連続立体交差事業とは別の事業ということで、対象

とはしてなかったというところでございます。また、募集につきましては、区が各権利者の方

にアナウンスをさせていただき進めた次第です。 

（参加者）JRという私企業優遇のようにみえる。もっと広く応募できてもよいのではないか。 

（事務局）鉄道付属街路は、連続立体交差事業として活用する以外に、平常時の歩行者交通や発災

時の避難路としても機能するもので地域の利便性や安全性の向上を図るための公共事業

となります。そのため事業促進の観点から代替地を用意しているものでございます。 

（参加者）防災の点についてはどの道路も同じだと思うが。 

（事務局）鉄道付属街路は東西方向に比べ不足している南北方向のネットワーク形成を推進するこ

とで、地域の安全性を高める性質のものです。なお補助85号線につきましては、東京都が

事業主体のため、代替地をどのように用意しているのか、区としては把握していません。 

 

（参加者）鉄道付属街路事業と補助８５号線の交差する区間は、補助８５号線にも影響があるのだか

ら、補助８５号線の代替地を確保しないのは矛盾していると思う。また、現在水道局の建物

が解体されているが、ここは代替地として提供されるのか。 

（事務局）東京都にいただいた意見をお伝えします。 

水道局について、これからどのような事業を進められるのかは把握していませんが、急に

代替地とするというのは難しいと考えています。とはいえ、全体として代替地は不足してい

ますので、鉄道付属街路事業の促進のためにも探していく必要があると考えています。 

 

（参加者）以前、北区からの回答で、鉄道付属街路事業と補助８５号線の拡張事業は用地取得後、同

時に進めるとのことだったが、その考え方は今も変わりないのか。また、工事着手予定時期

は、いつ頃を見込んでいるのか。 

（事務局）鉄道付属街路事業と補助８５号線の同時着工については、全区間同時期となるかは定か

ではないが、交差する区間は同時着工になるかと思います。また、工事の着手時期は、ま

だ事業用地の取得段階であることから、現時点では未定という状況でございます。 

 

（参加者）鉄道付属街路事業に関連して、沿道建物の解体等が進んでいるが、振動や音がすごい。

周辺にどの程度の影響が出ているか、騒音計や、チェック用のレーザーなどの無料貸し出

しをしたらどうか。 

（事務局）鉄道付属街路事業に関連する個々の解体については、区としては補償を行っています

が、解体は権利者等が主体となることから、権利者等に対し周辺への環境対策を充分講じ

ていただくよう周知する等検討をしていきたいと思っています。いただいた意見につきまし

ては、今後の参考にさせていただきます。 

      

（参加者）都営上十条アパート５号棟跡地に防災公園を整備する際に、かなり大きな遺構が出たにも

関わらず、記録も残さず壊して処分してしまったということだが、そのようなことはやめて欲

しい。また、以前十条富士見中～家政大の付近でも貨物線が存在していたのに、記録が残
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っていない。埼京線の立体化に関連して、かつて存在していた貨物線について調査を行

い、記録を残してほしい。 

（事務局）上一防災広場は、国から取得し暫定的に広場として整備していますが、出てきたのはガラ

と認識しております。当該事業だけではなく、原則、着手前に文化財包蔵地か否かを調査

及び届け出等をし、留意しながら工事にとりかかっております。 

 

（参加者）十条駅の東エリアで西口と同じようにロータリーができると聞いているが、真偽を確認し

たい。 

（事務局）鉄道付属街路３号線のうち、東側に膨らんでいるところがその空間となります。西口ほどの

広さはありませんが、車寄せなど一定の交通処理ができる空間とする計画です。 

 

（参加者）駅の立体化後の出入口はどのあたりになるか。 

（事務局）詳細はJRから示されていません。現在の出入口を確保しつつ、検討していくと思われま

す。 

 

（参加者）十条駅付近連続立体交差事業は、地下化の方が工費も安く、工期も短くて済むと以前の

ブロック部会で話したが、東京都に伝えたか。 

（事務局）ブロック部会の意見として伝えさせていただいております。構造形式は様々な検討の結

果、高架化に至っております。 

 

（３）十条駅西口地区市街地再開発事業の進捗状況等に関する質問 

（参加者）いちょう通りの舗装改良の実施にあたっては、交通渋滞をさけるため相互通行で施工して

ほしい。 

（再開発組合）交通に支障をおよぼさないよう、留意して進めてまいります。 

 

（参加者）シルバーカー利用者だが、十条駅西口地区の再開発によるビル風で、これまでに２回飛ば

されかけ、怖い思いをした。このビル風についてどのような検討をしているのか。学校が近

隣にあるため、学生にも被害が出るのを懸念している。 

（再開発組合）なるべく被害が大きく、広がらないよう、建物の形状の工夫や防風植栽を進めており

ます。なお、防風植栽はまだ成長途中であることから、今後さらに効果が現れてくるものと

考えています。 

 

（４）その他の質問 

（参加者）補助85号線の事業用地の取得率を教えていただきたい。昨年は１％との回答だった。 

（事務局）補助85号線の取得率は令和7年3月末時点で5%と伺っています。 

 

（参加者）埼京線の地盤面が自宅の建物の基礎より上にある。このため、雨が降れば建物の方に雨

水が流れ込み、土台が腐食してくる。この件について一度、JRの相談室に連絡して、現場

を見てもらったが、JRとしては盛土をした、工事をしたという歴史はないということだった。 

通常、建物の基礎は地盤面より上に出ていると思うが、JRは一切何もしていないという話
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だ。この点をJRに聞いていただけないか。 

（事務局）JRにご意見を伝えます。 

 

以上 


